
令和７年度　市民が共におこすまちづくり事業

市補助額 454,000 円 総事業額 649,470 円 補助対象経費 649,470 円

市民活動推進事業に対するコメント概要

事業名
マイウェイマーケットの定期開催における商店街の活性化とAIカウンターによる商店街人流
の可視化

実施団体名 今治商店街協同組合
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＜総評＞
・市民からの反応として、人と人とが関わる熱意をもって対応する姿が印象に残った。
・今回の結果を踏まえ、今後への対策も考えられている。ただ、塾や遊具施設等も視野にとあったが、車も停めにくく塾
があっても人は寄らないのではないかと思った。
・商店街の活性化をマイウェイマーケットの開催に頼っているが限界がある。商店街協同組合が今回の調査をどう生かす
かの方向性が見えない。
・人流の可視化によって世代別の把握ができ、ターゲット層の確立ができたことが、今後の店舗などの展開に期待が持て
ると感じた。
・空き店舗の活用法をもう一段階考えるといいと思う。
・熱意があって良かったと思った。また商店街に活気が戻ると良いと思った。
・マイウェイマーケット等の定期的な開催を今後も継続し、商店街や今治市の活性化に寄与してほしい。
・AIカウンターを設置したことで、細かなデータを得られたことはすごく良かったと思う。常時設置についての経費の
問題をクリアし、今後もデータ収集されることを期待する。
・マイウェイマーケットを続けていくことで、人と関わる場所が増えていくと良いと思います。これからの事業を楽しみ
にしています。

事業概要

【事業目的】
   しまなみ海道開通による船便の縮小や大丸閉店などの影響で、20年衰退が進んでいる商店街を活気ある商店街へ復活
させるため定期的なマーケット（マイウェイマーケット）開催と、AIカウンターを設置し、人流データ（人数・年代・
性別）を可視化させ、的確で効果的な店舗の誘致や誘客をしていくことを目的とする。
【事業内容】
・AIカウンターの設置（人流データの可視化）
・マイウェイマーケットの実施（４回）

事業の発展性
  人流データの活用やターゲット層の明確化など発展の基盤は見られる一方、事業がイベント依存にとどまり、調査結果
の具体的活用や持続的な来街動機づくりに課題が残る。今後は空き店舗活用や継続的施策への展開が期待される。
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＜事業を実施しての効果＞
・データの可視化により的確な戦略・店舗誘致が可能となる。
・定期的なマーケット開催により、集客力のUPが見込まれる。
・今治市民の商店街の衰退イメージを払拭されることが可能となる。
＜事業を実施しての問題点＞
・マイウェイマーケットにおいては、事業を今後も継続できるスキームが出来上がったが、AIカウンターについては実
施資金の調達面が課題となる。
＜問題点に対する解決策＞
・商店街各店舗により協賛金を募り、年間通じてAIカウンターを設置できるよう努める。コ
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